（様式２）
平成２９年度 弘前大学若手・新任研究者支援事業研究計画調書
	（若手・新任）　　※該当する区分に○を付すこと。
　　　　　　　　　 新任は45歳超平成27年4月1日以降採用者

	※整理番号
研究推進課で記入
	

	申請区分

	１　人文科学

２　自然科学　（　医学系　・　保健学系　・　理工学系　・　農学系　）

３　地域志向

※ 該当する区分に○を付すこと。（判断する際は，科研費の審査区分を参考とすること。）

※ 自然科学の場合は，カッコ書きの中のうち，最も分野が近いものにも○を付すこと。

	ふりがな
	
	部局
・

職名
	

	申請者氏名
	
	
	

	年　　　齢

（H29.4.1現在）

	
	採用年月日

（新任のみ記入）
	
	
	研究倫理教育受講歴
(※1)
	　受講済　・受講予定
※該当する方に○印を記入

	研究課題名

（40字以内）
	
	ｴﾌｫｰﾄ(※2)

	
	
	％

	研究経費
千円未満の
端数は切捨
	研究経費
（千円）
	使　用　内　訳

	
	
	備 品 費
	消耗品費
	旅　　費
	謝　　金
	その他

	
	
	
	
	
	
	

	過去の

支援実績(※3)
	


［※1］本学における研究倫理教育プログラムの受講歴について記入。
［※2］全仕事時間に対する当該研究課題の実施に要する時間の割合を記入。
［※3］過去に本事業で支援を受けた場合，年度，研究課題名，支援額を記入すること。
	研究経費の明細　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

	備　品　費
	消耗品費

	品　名・仕　様（数量×単価）（設置場所）
	金　額
	品　　名
	金　額

	
	
	
	

	旅　費
	謝　金
	その他

	事　項
	金額
	事　　項
	金額
	事　　項
	金額

	
	
	
	
	
	


	研究目的
①申請する理由，②研究の経緯等背景，③研究目的（研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか），④関連する

研究分野の中で，この研究（計画）が有する学術的な特色・独創性，⑤期待される成果と意義等の事項にわたって焦点

を絞り，具体的かつ明確に記入してください。
	左記内容を

２頁以内で記入すること

	研究計画・方法
研究目的を達成するための研究計画・方法を，研究経費との関連も含めて具体的かつ明確に記入してください。
	

	

	研究業績（学術誌等に発表した論文等（平成24年度から平成28年度まで）について，１０件まで記載するとともに，その概要を簡潔に記載してください。)

	発表論文名・著書名
※１　記載事項：著者名，論文名，学協会誌名，巻（号），最初と最後のページ，発表年（西暦）。

以上の各項目が記載されていれば，項目の順序を入れ替えても可。著者名が多数にわたる場合，主な著者を数名記入し以下を省略
（省略する場合，その員数と掲載されている順番を○番目と記入）しても可。研究代表者にはアンダーラインを付すこと。
※２　ファーストオーサーの論文には◎，コレスポンディングオーサーの論文には○を，ファーストオーサーかつコレスポンディングオー

サーの論文には●をそれぞれ最初に標記して下さい。また，本計画と関係のある論文には，最初に★印を標記してください。

※３　必要に応じて頁を追加してください。
　

	
	（概要）


	受賞歴（受賞歴を記入してください。）

	

	外部資金の獲得状況及び申請予定

目的に示すとおり，外部資金の獲得に向けて，外部資金の申請計画を明確にすることが必要であるため，申請の考え方，平成29年度に

既に獲得している外部資金及び今後の申請計画，申請課題と獲得している外部資金（科研費等）の研究課題との異なる点を具体的に記入願います。（※必要に応じて頁を追加してください。）

	１　外部資金の獲得状況及び申請計画

	（１）獲得済の外部資金

配分機関名
制度名
代表・分担
研究期間
(○年間)
H29獲得額

(単位：千円)
１
２
３
４
合　計
※獲得額は直接経費・間接経費の合計額を記入すること。
（２）申請予定の外部資金
配分機関名
制度名
代表・分担
研究期間
(○年間)
申請額

(単位：千円)
申請時期
(○年○月)
１
２
３
４
　※申請額は直接経費・間接経費の合計額を記入すること。
　

	２　申請課題と獲得している外部資金（科研費等）の研究課題との異なる点

	


2

